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大阪市消防局
の救急体制

管轄人口 ：2,760,091人
管轄区域 ：225.33㎢

救急隊数 ：72隊
（令和５年４月）

救急隊員 ：727名
救急救命士：459名 〇 令和４年中の救急出場件数：

２４４，２５３件

〇 令和５年中の救急出場件数：
２６３，０８８件（速報値）

１箇所に２台配置
１箇所に１台配置

救急隊配置署所







地域メディカル
コントロール
協議会

「疾病・事業及び在宅医療に係る医療
体制について」
（令和５年６月29日付け医政地発
0629第3号：最終改正）

・救急救命士等の行う処置や、疾患に応じた活動プロ
トコールを策定し、事後検証等によって随時改訂す
ること

・医師から救急救命士に対する直接指示・助言する体
制が確立されていること

・救急救命士等への再教育を実施すること

・ドクターカーやドクターヘリ等の活用の適否につい
て、地域において定期的に検討すること 等

・地域包括ケアシステムの構築に向け、第二次救急
医療機関等の救急医療機関、かかりつけ医や介護
施設等の関係機関が連携・協議する体制を、メ
ディカルコントロール協議会等を活用して構築し、
より地域で連携したきめ細やかな取組を進めるこ
と



「疾病・事業及び在宅医療に係る医療
体制について」
（令和５年６月29日付け医政地発
0629第3号：最終改正）

地域における
ACP（人生会議）
の取り組み

・医療関係者、介護関係者は、地域包括ケアシス
テムやACPに関する議論の場等において、患者
の希望する医療・ケアについて必要な時に確認
できる方法について検討すること

・自治体や医療従事者等は、患者や家族等が、人
生の最終段階においてどのような医療・ケアを
望むかについて日頃から話し合うよう促すこと

・ACP に関する議論や救急現場における心肺蘇
生を望まない心肺停止患者への対応方針等は、
例えば、救急医療の関係者や地域包括ケアの医
療・介護関係者、消防関係者等地域の関係者が
それぞれ実施する会議を合同で開催することな
どにより、地域の実情に応じ地域の多様な関係
者が協力して検討すること



「平成 30 年度救急業務のあり方に関する検討会傷病者の意思に沿った救急現場における心肺蘇生の実施に関する検討部会」報告書について（通知）



令和３年度 救急業務のあり方に関する検討会 報告書（総務省消防庁）



令和３年度 救急業務のあり方に関する検討会 報告書（総務省消防庁）



大阪府大阪市地域メディカルコントロール協議会の対応

○ 心肺蘇生の中止が可能な場合
・心肺蘇生拒否の意思表示を示した指示書
・指示書に記載されている医師（かかりつけ医師）との連絡が可能
・医師の臨場が可能

（心肺蘇生を望まない傷病者への対応：令和３年６月28日～）

● 救急隊は、生命保護を優先し、傷病者に対して心肺蘇生を行い
ながら医療機関へ搬送する。

● 高齢者施設等（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、養護
老人ホーム）で発生し、傷病者の心肺蘇生を望まない意思を示
した書面が存在し、かかりつけ医師と連絡が取れ、かつ、かか
りつけ医が臨場できる場合は医師の指示に従い心肺蘇生を中止
できる。

10

施設該当 指示書 かかりつけ医連絡 かかりつけ医臨場 中止の指示 CPR中止
7 11 11 5 4

58.3% 91.7% 91.7% 41.7% 33.3%
※　該当施設・指示書有・かかりつけ医臨場有・中止の指示有 2　件

ＤＮＡＲ提示あり
不搬送

12

（令和3年6月28日～令和5年6月30日）



該当施設でDNARが示された件数の推移
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今後について

• 消防本部での心肺蘇生を望まない心肺停止
傷病者に対する活動には、傷病者や関係者
の意思に沿うことについて法的に未整備な
ところがある。

• 第８次医療計画が示すように救急医療の関
係者や地域包括ケアの医療・介護関係者、
消防関係者等地域の関係者が連携して対応
について検討を行う必要がある。



ご清聴ありがとうございました。
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